








要約:本研究の目的は、保健所において実施されている成人病健診を受診した中年女性を

対象に妊娠分娩に関するアンケート調査を行い、成人病検査で異常と判定された群におけ

る妊娠分娩歴の特微を明らかにすることである。

 本年度は(l)東京都中野区と墨田区の保健所を訪問し、実施している健康診断とその実績

の調査ならびに本研究のアンケート調査実施の可能性についての検討を行い、アンケート

調査の対象とその形式に関する方針を決定した。  (2)妊娠分娩歴に関するアンケート用

紙の作成を試みた。

  その結果、東京都墨田区における誕生日健診では、成人病に関する各種臨床検査と成人

病のリスクファクターに対する問診が行われており、受診者数は年間 1000 名を超えるこ

とが予想されるため、本研究の目的に沿ったアンケート調査が可能であると思われた。ア

ンケート調査の趣旨の理解やプライバシーの保護、回答内容の信頼性、時間的・空間的制

約等の観点から受診者にアンケート用紙を配布し、自宅で記入したうえで返送してもらう

形式が、妥当なものであると思われた。アンケート用紙は、回収率を高めるため簡潔なも

のにし、出産回数、流産回数、胎児の発育、早産の有無、妊娠中の入院の有無、妊娠中毒

症の有無、体重の変化を主要な質問事項とした。


